20171001レムナント教会1部
イエス様がキリストなので（ヨハネ14：9-10）
クリスチャンの方々が、現実で様々な出来事に遭遇し葛藤を覚えて、ときには疑問を持つようになり、ひどい場合は、落ち込んでしまうときもあります。困難に陥って、また心配にとらわれてしまうこともあるでしょう。それで「そうせざるをえません」とつい思ってしまいますが、冷静に考えてみると、クリスチャンであればそれは信仰告白を見落としているからであるということを覚えていないといけません。ですから、現実、外見の様々なことにおいて心配になり困難に陥るようになったときには、ふと我に返って質問しなければいけません。もしかして自分はいま重要な信仰告白を見落としていることではないのか。そのように問いかけますと、そこにむしろ神様の大きな祝福が待っていることを体験するようになるでしょう。イエス様が、そろそろ弟子たちを離れ、十字架にかけられ救いのみわざを成し遂げられ、天に昇られるときが迫ってきました。それを弟子たちにお話をして、しかし、何も心配したり思い煩ったり心を騒がせてはなりませんというお話をしている場面です。けれども、弟子たちは、どういう話なのか分かりません。私たちはすべてを捨ててイエス様に従ってきたのに、イエス様が私たちを離れるなんてどういう話なのかと心騒いで心配でしょうがないわけです。それで「私がどこに行くのかその道をあなたがたは知っているでしょう」とお話ししたら、「その道を私たちがどうやって知ることができるでしょうか。父の方に行くのだから父を見せてください」というやりとりです。それがすべて心配している弟子たちを見てイエス様がおっしゃっていることだし、弟子たちはイエス様が私たちを離れるという現実を突きつけられて、それで心配でしょうがなくてそのようなやりとりをしている場面です。

そのときにイエス様がおっしゃいました。「ピリポ、わたしとこんなにも長く一緒にいるのにいまだにわたしのことがよくわかっていないか。父を見せなさいというのはどういう話なのか。わたしを見たことが父を見たことだし、わたしがキリスト、その方ではないのか。イエスはキリストですよと告白しながらも、イエス様がキリストだという意味がよくわかっていないのだね」。私たちもそうなりがちです。幸い、タラッパンに加わるようになり、イエス様がキリストですよというメッセージを聞きました。しかし、弟子たちもイエス様がキリストですよと告白をしていたわけです。しかし、イエス様がキリストなので、そこでいちばん重要な核心部分があるのに、それだけはさっぱりわかっていないのです。イエス様がキリストだからこそ、イエス様がキリストなので、イエス様は私たち罪人のための救いの約束、救いの働きを完璧に完成しないといけないわけです。また、そのようになさる方がキリストです。そのためには、必ず十字架にかけられるようにならないといけません。それがイエス様がキリストだといういちばんのお証しであり、イエスはキリストですという告白のいちばんの核心ポイントなのです。でも、弟子たちはすべてを捨ててイエス様に従ってはいたのですが、いまだにイエス様が十字架の話をされますとピンとこないし、私たちとは関係ない話のように聞いているし、信じないし、意味もわからない状態でした。イエス様がキリストだという本当の信仰告白の意味がよくわかっていないと現実がものすごい勢いをもって弟子たちを襲い掛かってくるわけです。それでは心を騒がせ困難に陥るようになるしかないでしょう。それではクリスチャンとして本当に歩むべき聖なる勝利の道を全うすることは期待できません。いろいろな現実があるでしょう。普通に考えると心配せざるをえない様々な出来事が私たちの目の前にはあるわけです。しかし、そこで心を騒がせてはいけません。そういうときこそ「イエスはキリストです。イエスはキリストではないのか」という信仰告白にしっかり立って、そして、イエスはキリストだからこそ絶対抜かしてはいけない核心ポイントはなんなのということを改めて押していく必要があると思います。

先ほども申し上げましたように、イエス様が本当にキリストなので、キリストだからこそ救いの働きを全うされます。福祉の働きは、ただ病気の人を治すためではなくて、救いの働きを全うされることなのです。そのために不可欠なのは、十字架にかけられて血を流されて死なれることなのです。なぜでしょうか。イエス様はキリストなので。私たち人間の罪が許されて、私たちの問題を解決するために許されている唯一の道、それは罪のないキリストであるイエス様が身代わりとして死んであがないのいけにえとなること、それ以外に救いの方法はありません。ですから、イエス様が本当にキリストならば必ずあがないのいけにえにならなければなりません。だから、十字架は必須なのです。最初のときからそれは約束され預言されていました。創世記3：15、女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く。そのときにかかとに噛みつかれ血を流すようになるよと最初から救いの方法を神様は提示していらっしゃったのです。そして、その内容が、旧約の聖書を通して、ずっと伝わっていました。その代表的な箇所がイザヤ53：6、「主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた」と言われています。それがあがないの救いであり、それが私たちが救われるための方法なのです。イエスがキリストならば、十字架であがないの死を遂げないといけないわけです。それは不思議な話、おかしな話ではなくて、当たり前なのです。でも、弟子たちにはそれがなかなか納得いかない話でした。なぜでしょうか。イエスがキリストだということの信仰告白の核心の内容が分かっていないからです。イエスがキリストなので、十字架で血を流されなければいけません。イエス様がそのキリストだというお証しとして、マルコ10：45には、わたしが来たのは、仕えられるためではなくて、仕えるために、多くの人のいのちのために、いけにえになるために来たのだとおっしゃいました。それから実際に、イエス様が十字架の上にかけられてその上で宣言されます。すべてを完了したと。十字架の上でなければ、救いのすべての仕事を完了したと宣言することは不可能です。弟子たちが、イエス様はキリストですといま告白しています。ただそのイエスがキリストだという告白のいちばん大事な部分が欠けているのです。そうすると現実に惑わされるしかありません。私たちはそれを教訓にして、イエスがキリストですという信仰告白に立つことは大切なのですが、その中身のいちばん大事な核心部分をしっかりとらえないといけません。

そして、イエス様がキリストだからこそ、イエス様は十字架で死なれて3日目に復活しなければなりません。キリストだからこそ。でも、弟子たちは、十字架そのものが納得できなかったので、復活の話などははなから信じていません。当てにしていないのです。復活というのはまず死んでからの話なのですが、十字架そのものを受け入れていないので、復活の話などは当てにしないわけです。イエスはキリストですと言いながら。そうすると現実に振り回されるようになるしかありません。しかし、私たちは知っています。イエス様はキリストだからこそ復活しなければいけないし、旧約の聖書にはそれが延々と預言されています。ダビデは詩篇16：10で、それをペテロが引用してお話をしたのですが、主がたましいをよみに捨て置かず、墓の穴もお見せにはなりませんと言っています。お墓に葬られるということと、そこではお見せになりません。よみにそのまましておかず、まるでダビデは自分の話のように言っているのですが。でもダビデはお墓の中に葬られたでしょう。だから、ペテロは、これはダビデではなくて、ダビデが見ていたこれから来られるキリスト、主のことを指して言っていることではないのか。なぜ復活を信じないのかと訴えている場面です。その預言どおり、イエス・キリストはキリストだからこそ復活なさいました。それがマタイの福音書からヨハネの福音書の最後の部分に綴られています。マタイ28：6、マルコ16：6、ルカ24：5-7、ヨハネ20：9など、なぜ生きていらっしゃる方を死んだものの中から探しているのか。その方がよみがえられるということを知らなかったのか。その方は死の力につながれていることができないということを知らないのかという話がずっと書かれています。イエス様はキリストだからこそ、当たり前に復活なさいました。そして、そのことに対してヘブル2：14には、イエス様が死んでよみがえられたことによって悪魔という死の力を持つものを滅ぼすためであったと書いてあります。イエス様がキリストなので悪魔を滅ぼさないといけないから、十字架で死なれて3日目に死者の中から死の力、つまり、死の力をもって人間を操っていた悪魔を滅ぼすために復活なさったわけです。それがキリストです。イエスがキリストなのでそれは当たり前なのです。また必須なのです。キリストであることのいちばんの核心ポイントなのです。十字架ですべてを完了し、死の力をもって人間を滅ぼしている悪魔を完璧に滅ぼすために、その死者の中から復活なさいました。

それから、イエス様がそこまでなさったので、そのあとの筋書き、道のりは当たり前にイエス様はキリストなので天に昇られて元のところに戻っていかないといけません。それを昇天と言います。イエスはキリストだからこそ、当たり前に天に昇られて、天の御座に座るようにならないといけないわけです。そのことも旧約の聖書に延々と預言されています。それがキリストのお証しです。詩篇110：1を見ると、「主は、私の主に仰せられる。「わたしがあなたの敵をあなたの足台とするまでは、わたしの右の座に着いていよ」とあります。ダビデが、主は、私の主に。父なる神様がダビデの主に。そのダビデの主はだれなのでしょうか。キリストのお話しなのです。そのキリストが神の右の座に座って、すべての敵が足台になるまでそうなると預言されていたのです。つまり、イエスが本当にキリストであれば天に昇られて天の右の座に座るようになるというのは当たり前で、そして、道のりなのです。そこがイエスがキリストだという信仰告白のいちばん大切なポイントです。それでイエス様は、弟子たちを目の前にして今日の聖書の箇所があるヨハネ14：1から見ると、「あなたがたは心を騒がしてなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。わたしの父の家には、住まいがたくさんあります。もしなかったら、あなたがたに言っておいたでしょう。あなたがたのために、わたしは場所を備えに行くのです」と書かれています。天に昇るようになるのだよ。わたしが行ってあなたがたに場所を備えたのは、また来てあなたがたをわたしの元に迎えます。わたしのいるところにあなたがたをもおらせるためですよと。だから、イエスがキリストならば当たり前に父がいらっしゃる天に昇られるのは当然なのです。そのお話をしていたら、弟子たちは大騒ぎなのです。なぜなのでしょうか。イエス様が離れるからではありません。イエス様がキリストだということの本当の核心的な意味が分かっていないからです。そうすると教会に通っていながらも、信仰告白をしていながらも、受洗したのにもかかわらず、心を騒がすようになるしかありません。現実の様々な出来事の前で。おわかりになったでしょうか。イエス様は当たり前のお話をしていらっしゃいます。それが弟子たちにはまったく通じないし当たり前ではありません。なぜでしょうか。納得いかない不思議な話だからでしょうか。違います。イエス様がキリストだということの本当の意味が、いちばん大事な部分が欠けているからです。弟子たちは、イエス様がキリストだということが、他のそこら中のユダヤ人と同じレベルで、この苦労している私たちのために、白馬に乗って、戦車に乗って、私たちの人間的な、肉体的な苦しみをどうにかしてくれる英雄のようなイメージなのです。イエス様にそのような部分がないわけではありません。しかし、イエスがキリストだといういちばん重要な部分はそれではありません。十字架にかけられて復活して天に昇られることです。それで最後の最後に天に昇られた弟子たちがずっと天国を見上げていました。いまだによく分かっていないわけです。そのときに天使が言われます。なぜ天を見上げているのか。早く現場に戻っていきなさい。現実の世界があなたがたを待っているのではないのか。イエス様があなたがたが見たときと同じ有様でまたおいでになるのだから。天に昇られることはそのためであり当たり前なことなのだと。イエスがキリストなのですべてを終えられて天に昇られることによって、エペソ1：20-23、ピリピ2：9-11、非常に大切です。天の神の右の座に座って、万軍の主となられ、すべての名がイエスを見上げ屈服する、そのようにイエス様を高く上げられたと言われています。いまはイエス・キリストがそういう方なのです。イエスはキリストなので天に昇られてすべての万物がイエス様の前にひざまずくまで歴史を動かして万軍の主として、それは別の言葉で申し上げると、世界福音化の主としていらっしゃるわけです。なぜならイエスはキリストだからです。天に昇られないと、それは不可能なのです。そして、それが天に昇られたイエスがキリストであるといういちばん大きな核心ポイントなのです。イエスは天の右の座に座っていらっしゃいます。なぜなら高くあげられているから、万軍の主となっているからです。なぜそうなっていらっしゃるのでしょうか。世界福音化のためなのです。天に昇られたそのところでイエス様がもうひとりの助け主、聖霊様を信じるひとりひとりに、教会に注ぐことによって世界福音化を全うされる方です。天に昇られないと、ひとりひとりの信じる人に、教会に、もうひとりの助け主、聖霊様をおのおの豊かに注がれることは不可能なのです。イエスはキリストなので、イエスがキリストだからこそ、十字架にかけられてよみがえられて天に昇られます。そして、そうなったので全部まとめると、イエスがキリストだからこそ、いまもうひとりの助け主、聖霊を豊かに注がれることが当たり前で当然で、それがキリストの役目です。それがイエスがキリストですという信仰告白のいちばん肝心なポイントです。それでは、様々な現実の前でいろいろな壁にぶつかるそのときに、私たちはイエスがキリストだからという信仰告白のお祈りに立ったときに、このように確認するようになります。

そのキリストであるイエス様を信じている自分は、最高の祝福の人間です。なぜそう言えるのでしょうか。イエスがキリストだから。他の条件、理由があるわけではありません。うまくいくから幸せな人間ではなくて、イエスがキリストなので天に昇られて万軍の主であり、助け主聖霊を豊かに注がれる方であれば、そのイエス様を信じている自分は無条件、最高に祝福された祝福の人間なのです。なぜかというと、イエス様を信じている自分は、ハッピーエンディングの希望がもうすでに与えられている者だからです。今日の聖書がその話でしょう。先ほどお読みしましたヨハネ14：2-3、イエス様が私たちがいるところを備えるために天に昇っていらっしゃいます。天の御国に私たちがいるところ、私たちの住まいをしっかり確保されているのです。予約ではありません。もう売買は終わりました。本当です。いつ死んでもそこに行けるようになっています。その証拠として、エペソ2：6には、イエス・キリストが天に昇られるときに、私たちも霊的には一緒にそこに昇られて、イエス様と一緒に座っていると過去形で書いてあります。もうすでに天の右の座に私たちも座っているかのような表現なのです。霊的に見るとそうなってしまいます。キリストが私の内側に、わたしがキリストの中に。これが救いです。だから、ハッピーエンディングというのは当たり前なのです。そういう意味でピリピ3：20には、天の御国の国籍が与えられていると書いてあります。もう天の御国のビザではなくてパスポートです。ビザは、そこの国の人間ではないから、そこに入る許可のためにビザがいるでしょう。私たちには天国に行くためのビザはいりません。パスポートそのものが、国籍が天の御国ですから。だから、もうハッピーエンディングは決まっています。そして、イエス様が再臨なさるときに、Ⅰコリント15：20を見ると、眠った者の初穂としてイエス様がよみがえられたと書いてあります。だから、イエス様が再臨なさるときには、天国にいるもの、あるいは地上にいるもの関係なく、すべて信じている者はイエス様と同じ体としてよみがえられることが約束されています。ですから、ハッピーエンディングという希望を据え置いて人生を歩く存在なのです。だから、最高に祝福の人間です。
それから、イエスがキリストであるがゆえにイエス様を信じている自分は、完全に新しく生まれたものなのです。新しく生まれて不思議な存在です。それを別の表現で言うと、イエス様を信じている自分は、完ぺきに新しく作りかえられた幸いな者、幸せな存在なのです。また、言葉を変えて申し上げましょう。そこら中に人間が多いけれども、その人と違う存在になっています。だから、聖徒と言います。聖なる群れ。なぜでしょうか。理由は一つしかありません。皆さんがいきなり善良な人間に変わり、人格も変わり、また豊かな暮らしになり、病気も治り、もちろんありうることなのですが、だから、幸せな者、違うというわけではありません。イエスがキリストなので、そのイエスを信じている限り、皆さんは外見が条件がどうであろうが関係なく、完ぺきに違う存在、不思議な存在、幸せな者、新しく造られた新しい被造物なのです。けれども、多くのクリスチャンがなかなかその自覚がありません。なぜでしょうか。イエスがキリストだという信仰告白のいちばん肝心なポイントが欠けているからです。今日の聖書を見ていても、「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。つまり、イエスがキリストなので、イエス様を信じている者は、神様と一緒になって、神様と出会っているはずです。しかも、その神様と一緒にいるかたち、それが不思議です。それがヨハネ14章に詳細に書かれています。14：16-17、もうひとりの助け主が来られて、あなたがたが一緒にいるのですが、あなたがたの内側に入っていつまでも離れることなく一緒にいる。聖霊を通して神様と私たちは一緒にいる存在になりました。不思議な、不思議な存在です。ヨハネ14：20にもこう書いてあります。「わたしが父におり、あなたがたがわたしにおり、わたしがあなたがたにおることが、あなたがたにわかります」。どういう話なのかわかりますか。いまの私たちはこれをわかっていないといけません。普通の人が聞くと、「なにこれ」という話なのです。父がイエス様の中に、イエス様が私たちの中に、あなたがたが父の中に…。そのように不思議な存在になりました。なぜならイエスがキリストだからです。だから、Ⅰコリント3：16には、あなたがたは聖霊が宿る神殿であることをわかっていないのか。神殿と呼ばれるようになるのです。十字架とともに私たちは死んで、キリストが内側に生きている存在です。これを全部総合してⅡコリント5：17、古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなっている。これがあなたがたは心を騒がしてはなりません、心配してはいけませんとおっしゃっていた本当の理由です。イエスがキリストならば、あなたがたはこのように造りかえられているはずなのになにが心配なのか。なぜ騒いでいるのか。それでイエス様が最後におっしゃったのが14：27、わたしはあなたがたに平安を残します。この平安は世が与えるものとは違う。つまり、クリスチャンは、どれほど不思議なのかというと、死の影の谷を歩いているときにも平安を失うことがない、奪われることのない、そういう存在です。そのように幸せな者、なにかがこうなるから、ああなるから幸せではなくて、主がこのような形でいつまでもともにおられる不思議な存在になったこと自体が幸せなのです。存在そのものが幸せです。なぜでしょうか。イエスがキリストなので、その結果、イエス様を信じている自分は、最高に価値ある人生を歩くようになります。つまり、人生を生きる最高の理由を持つものになります。それがヨハネ14：12、これからあなたがたは、わたしが行っていたことを行い、それ以上のことを行うようになる。イエス様が行っていたことは何でしょうか。だれも真似できないことです。マルコ16：17、わたしの名によって悪霊を追い出し」。病人に手をおけば病人はいやされ、新しい言葉を語り、蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けることができない。そういうことができるわけです。大統領もお医者さんもできないことなのです。キリストの光を放つことによって、暗やみ、悪霊にとりつかれているたましいが光へと導きいれられるようになる、それを手伝う人生が許されています。そのために生きるわけです。勉強のために、子育てのために、成功のために生きる人生は、ずっと昔の話で、いまはそのような理由です。なぜならイエスがキリストだからです。どんな仕事なのか、学歴があるかないか、財産があるかないか、能力があるかないか、一切関係ありません。生きる理由は、イエス様と同じ理由なのです。それでイエス様がヨハネ17：18でもおっしゃいました。父がわたしを世に遣わされたように、わたしも彼らを世に遣わします。つまり、イエス・キリストが世に来られた理由と同じ理由で私たちは生きるのです。これを子どものために、勉強のために、お金のために、人間のために、愛情のために、同情のために、この理由を捨てるつもりでしょうか。とんでもありません。私たちはそういう人生なのです。そのことのためにヨハネ14：13には、わたしの名によってなんでも祈りなさいよ。答えるから。それでそのことが言われているわけです。私たちが欲しいものがあれば祈ればそれが与えられるとか、そのような次元の話ではありません。このような今までの話の中で、これからはイエスの名によってなんでも祈りなさいとおっしゃり、最後の最後に、あなたがたが気にしているもの、それは知らなくてもいい。聖霊が臨まれるとき力を得て地の果てにまで、だから聖霊の力に豊かに満たされるようになっているものなのです。なんのためでしょうか。最高の価値ある人生を生きるためです。イエスがキリストなので、皆さんはハッピーエンディングの方であり、完全に新しく造りかえられた、もう存在そのものが幸せな者であり、だからこそ何を食べるか飲むかのために生きる存在ではなくて、いままでの人生のテーマを全部捨てて、福音宣教という最高の価値ある理由をもって人生を生きることができるし、またそれを全うできるように聖霊充満と祈りの答えの祝福がある存在なのです。

ですから、今日から皆さんはクリスチャンとして、優先中印を正していただきたいと思います。いろいろな外見の条件があると思います。また、現実のいろいろな状況があると思います。それ以前に、私たちはイエスがキリストであるということを告白するようにしました。そして、その告白の中から、神様が新しく造られた自分を見つけるようにしましょう。先ほども申し上げましたように、それを見つけてその自分と対面することによって、存在自体がもう幸せなのだなということを確認して、そこで幸せを見つけなければいけません。外見や現実ではありません。主がともにおられることを幸せと言います。しかも、先ほども申し上げましたように、その私をとおして、イエス様にしかできない、福音宣教、たましいを助ける計画があります。その計画を考えることが幸せなのです。そのような幸せを日々味わうようにしてください。
そうすると、伝道に対してのすべての不信仰を捨てるようにしましょう。皆さんは伝道のために生まれたものです。それを覚えていてください。だから、伝道に対してのすべての不信仰を全部捨ててください。イエスがキリストならば、皆さんは伝道が十分可能な存在に造りかえられているわけです。それだけを覚えて、その信仰を確認して、それから皆さんがいま許されている現場と関わる人々を見渡して見てください。その目で。いつまで見ればいいのでしょうか。「ああ、なるほど、だから私がここにいるのだね。だから、いるのだね。肩書が上か下かは関係なく、だから、私をここに送ったのですね」。そう感じるときまでです。私がここにいないといけない、必ず必要なのでここに送ったのです。皆さん、本当に現場と周りの人々をそのような目で見渡して見てください。福音が必要な人間ばかりではないでしょうか。なぜそれが見えないかというと、自分が本当に幸せだということを感じていないからです。なぜ感じていないのでしょうか。幸せの概念が間違っているからです。イエス・キリストを信じる者は、イエスがキリストなのでそれ自体がもう幸せなのです。それで周りを見ることができるように。そのときに皆さんがこの約束ひとつを握ればいいのです。ここまで正しく目に見えてくるようになったときに、なるほど、他は何も気にしなくていい。言い訳などいらない。ただ聖霊が臨まれるとき、力を得て証人となる。これを握って、この一点に絞って、それから、使徒1：14にある祈りに専念するということです。そうしてください。皆さんの外見と能力と状況と一切関係ありません。それと関係なく、この約束が成就するのを見るのを神の国が臨まれたと言います。必ずできます。

皆さん自分のことを改めて幸せな者として認めて愛していただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。外見と現実の前でクリスチャンが心が騒いでしまいますが、そういうときこそイエスがキリストであるという信仰告白にしっかり立って、中身の核心ポイントが何なのかをしっかり捕えて証人としての歩みを堂々と歩めるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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